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市
内
史
跡
探
訪
に
参
加
し
て

佐
　
藤
　
文
　
雄

　

八
月
二
十
四
日
、
標
記
の
史
跡
探
訪
が
行
わ
れ
た
。
あ
い
に
く
の
小

雨
交
じ
り
の
中
で
あ
っ
た
が
、
約
三
〇
名
が
参
加
、
わ
が
退
職
者
会
別

府
支
会
史
談
会
か
ら
は
矢
島
、
岡
田
、
藤
原
、
田
中
、
佐
藤
の
五
名
が

参
加
し
た
。
概
要
を
報
告
す
る
。

　

コ
ー
ス
は
別
府
駅
か
ら
海
に
向
か
っ
て
左
側
ほ
ぼ
五
〇
〇
ｍ
四
方
を

探
訪
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

先
ず
は
別
府
駅
。
明
治
四
十
四
年
七
月
開
通
、
大
分
駅
は
同
年
十
一

月
に
開
通
さ
れ
た
。
一
昨
年
、
大
分
駅
の
高
架
が
や
っ
と
で
き
た
が
、

別
府
駅
の
高
架
は
な
ん
と
昭
和
四
十
一
年
九
月
完
成
と
の
こ
と
で
あ

る
。

　

次
に
駅
前
の
油
屋
熊
八
像
。
別
府
の
観
光
開
発
に
尽
力
し
た
実
業
家

で
あ
る
。
ガ
イ
ド
の
解
説
者
は
「
熊
八
像
よ
り
も
彼
が
始
め
た
全
国
初

の
女
性
観
光
バ
ス
ガ
イ
ド
の
像
の
方
が
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
っ
た
の
で
な

い
か
」
と
言
っ
て
い
た
。

　

旧
近
鉄
裏
に
小
さ
な
お
堂
が
あ
り
、
本
尊
は
延
命
地
蔵
尊
で
あ
る
。

慶
長
二
年
（
一
五
九
六
年
）
の
大
地
震
で
別
府
湾
沖
合
に
あ
っ
た
瓜
生

島
と
久
光
島
が
沈
ん
で
し
ま
い
、
千
人
近
く
の
人
が
亡
く
な
り
、
人
々

の
苦
悩
を
癒
す
た
め
に
建
立
さ
れ
た
。
瓜
生
島
は
聞
い
た
こ
と
が
あ
っ

た
が
、
久
光
島
は
初
め
て
聞
く
話
で
あ
る
。
こ
こ
で
お
参
り
す
る
と
、

延
命
（
長
生
き
）
で
き
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

次
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
本
願
寺
別
府
別
院
・
大
谷
記
念
館
。
別
府

別
院
は
昭
和
六
年
頃
説
教
所
と
し
て
設
立
、
そ
の
後
昭
和
十
八
年
に
別

府
教
堂
と
な
り
、
別
府
別
院
と
改
称
さ
れ
た
の
は
昭
和
二
十
四
年
五
月

と
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
鉄
輪
で
病
気
療
養
し
て
い
た
大
谷
探
検

隊
で
も
知
ら
れ
る
第
二
十
二
代
門
主
大
谷
光
瑞
（
鏡
如
）
上
人
が
昭
和

二
十
三
年
一
〇
月
に
亡
く
な
り
、
現
本
堂
に
お
い
て
仮
葬
儀
が
行
わ
れ

た
こ
と
が
由
縁
と
な
っ
て
い
る
。
併
設
の
大
谷
記
念
館
に
は
、
鏡
如
上

人
の
分
骨
が
安
置
さ
れ
て
お
り
、
遺
品
、
遺
墨
等
が
二
階
に
陳
列
さ
れ

て
い
る
。

　

別
府
タ
ワ
ー
前
の
山
手
の
道
を
上
る
と
木
造
二
階
建
て
の
レ
ト
ロ
な

建
物
が
眼
に
つ
く
。
旅
館
山
田
別
荘
を
見
学
す
る
。
格
式
の
あ
る
玄
関

構
え
、
玄
関
横
の
洋
間
等
、
旅
館
ら
し
か
ら
ぬ
建
築
物
で
あ
る
。
昭
和

五
年
、
ラ
ク
テ
ン
チ
と
関
わ
り
あ
る
広
島
の
素
封
家
山
田
英
三
が
別
荘

と
し
て
建
て
た
も
の
で
、
戦
後
旅
館
に
衣
更
え
し
た
。

史
跡
探
訪
感
想
文
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次
が
海
門
寺
公
園
、
海
門
寺
温
泉
に
隣
接
す
る
海
門
禅
寺
。
こ
の
寺

は
、
別
府
湾
久
光
島
に
あ
っ
た
が
、
先
に
延
命
地
蔵
尊
の
と
こ
ろ
で
述

べ
た
慶
長
の
大
地
震
で
陥
没
し
、
こ
の
地
に
開
創
さ
れ
た
と
い
う
。
境

内
に
は
市
指
定
の
天
然
記
念
物
の
立
派
な
ク
ロ
マ
ツ
が
あ
る
。
松
の
脇

に
は
、
松
尾
芭
蕉
の
句
碑
「
作
り
木
の　

庭
を
い
さ
め
る　

志
ぐ
れ
可

那
」
が
建
て
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
の
外
、
高
浜
虚
子
に
ゆ
か
り
の
あ
る
秋
吉
邸
や
昭
和
園
別
荘
、
か

お
り
荘
、
財
間
酒
舗
、
中
井
質
店
な
ど
の
古
風
な
建
物
が
あ
っ
た
。
こ

の
地
域
内
の
古
く
か
ら
の
温
泉
で
あ
る
立
花
温
泉
、
老
松
温
泉
、
弓
松

温
泉
、
春
日
温
泉
な
ど
も
見
て
回
っ
た
。
狭
い
地
域
に
由
緒
あ
る
史
跡

が
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
か
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

杵
築
・
国
東
紀
行

斎
　
藤
　
　
　
哲

　

平
成
二
十
六
年
十
一
月
十
六
日
午
前
八
時
三
十
分
、
別
府
史
談
会
の

杵
築
・
国
東
探
訪
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、
絶
好
の
行
楽
日
和
の
下
、
満
席

の
三
十
数
名
の
参
加
者
を
乗
せ
て
別
府
駅
前
を
出
発
し
た
。

　

ま
ず
、
武
家
屋
敷
街
の
雰
囲
気
の
中
に
佇
む
「
き
つ
き
城
下
町
資
料

館
」
を
訪
れ
た
。
こ
の
施
設
は
平
成
元
年
に
杵
築
の
文
化
財
施
設
の
セ

ン
タ
ー
と
し
て
建
設
さ
れ
、歴
史
公
園
や
一
松
邸
も
併
設
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
杵
築
城
藩
主
御
殿
発
掘
調
査
の
概
要
説

明
を
受
け
た
。

　

杵
築
城
は
、
当
初
は
現
在
天
守
閣
が
再
建
さ
れ
て
い
る
丘
陵
部
に

有
っ
た
が
、
慶
長
か
ら
正
保
に
か
け
て
北
方
平
地
に
移
さ
れ
、
十
七
世

紀
末
ま
で
に
移
転
を
完
了
し
城
山
城
郭
は
廃
止
さ
れ
て
い
た
。
元
禄
七

年
貝
原
益
軒
が
「
豊
後
紀
行
」
に
記
し
て
い
る
よ
う
に
「
木
付
に
城
な

し
、
町
あ
り
」
で
あ
っ
た
。

　

最
近
、
御
殿
跡
地
に
建
つ
杵
築
中
学
校
の
移
転
に
伴
い
発
掘
調
査
を

開
始
し
た
結
果
、
御
殿
南
長
屋
、
御
殿
西
長
屋
、
玄
関
門
、
櫻
馬
場
等

の
御
殿
中
心
の
杵
築
城
の
遺
構
が
明
ら
か
に
な
っ
て
来
て
い
る
。

　

現
在
の
杵
築
城
は
、昭
和
四
四
年
杵
築
市
長
の
八
坂
善
一
郎
氏
が「
杵

築
城
の
復
元
委
員
会
」
を
作
り
、
募
金
を
開
始
し
、
昭
和
四
五
年
十
月

に
落
成
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

杵
築
で
昼
食
を
す
ま
せ
、
黒
田
官
兵
衛
ゆ
か
り
の
安
岐
城
跡
や
富
来

城
跡
を
バ
ス
の
中
か
ら
確
か
め
な
が
ら
、国
見
の
有
永
邸
に
到
着
し
た
。


